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計 36 人であった。ただし、７月 22 日の授業を休んでい
た生徒１名分を除外し、計 35 人のものを集計した。
（2）実施時期と手続き
時期については、2019 年１月 21 日に第１回目のルー






































































































② パッと見た印象で「５ すばらしい」、「４ 良




































































































































































































評価１ 評価２ 評価３ 評価４ 評価５
表４ 表現力に関するルーブリック 























































































































































































評価１ 評価２ 評価３ 評価４ 評価５
表４ 表現力に関するルーブリック 









































































































































評価１ 評価２ 評価３ 評価４ 評価５
表４ 表現力に関するルーブリック 



















































































































































































































実は、本来７月 22 日には、16 日に完成したルーブリッ
クをもとに、教師の評価と生徒の自己評価をつき合わせ
て話し合うような場を設けることを予定していた。しか







































































































































































































































し、2019 年７月 29 日～ 31 日の期間で調査を実施する
にあたり、2019 年１月 21 日のルーブリック作りの授業
から半年ほどの期間が空いていたため、質問項目では７





















































































































































































































































・7 月 16 日、22 日のルーブリックに関する授業で、
評価に対するイメージは変わりましたか。【①とてもそ

























































































































































































































































































































































































































































































































































































育学部（教育科学）』第 55 巻第 1 号、2006、pp.1-7）
などはある。
10　質問紙調査を行うにあたっては、個人が特定される
形で結果が公表はされないこと、成績とは関係しない
こと等を紙面上で説明した上で、生徒から研究協力の
許可を得て実施している。さらに、本論文を通じて兵
庫県立姫路西高等学校の取り組みを公開する点につ
いては、学校から許可を得ている。
11　『教科と総合学習のカリキュラム設計』pp.104-107。
12　『教科と総合学習のカリキュラム設計』p.103。
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